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1 はじめに  

本研究では，金融マーケテイングに対する試み  

として，顧客の属性や意識，行動を考慮した金融。  

保険商品に関する選好モデルの構築を行う．具体  

的には，アンケートデータに対し，因子分析を実  

施することで，潜在因子の抽出を行う．さらに因  

子分析の結果得られた個人の因子得点をもとに，  

ロジットモデルを用いて金融保険商品への選好度  

をモデル化する．   

このモデルを用いることで各個人の生活スタイ  

ル別の分類や，金融商品への選好度の推定が可能  

になり，個人特性に応じた商品提案などへの活用  

が期待できる．以降では，モデルの概要，推定結  

果，実務への適用例について示す．  
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識に関する項目として表1に示す29項目を用い  

た．これらのデータに対して因子分析を実施し，  

6つの因子を抽出した．  

因子   解釈   累積寄与度   

情報収集型因子   12．6％   

2   自由奔放型因子   22．6％   

3   悲観型因子   30．0％   

4   将来重視型因子   35．5％   

5   リスク選好型因子   40．3％   

6   楽観型因子   44．7％   

表2：抽出された因子と累積寄与率   

得られた結果に対し因子付加量による各因子の  

解釈と，固有値に基づく累積寄与率を表2に示す．  

2 潜在因子の抽出   

分析に使用したデータは，日経メディアマー  

ケテイング社のNEEDS－RADER金融行動調査  

（2002，2003）によるアンケート調査結果である・こ  

3 金融選好モデルの構築   

因子分析によって得られた各個人の因子得点を  

もとに，二項ロジットモデルを用いて金融保険商  

品選好モデルを構築する．二項ロジットモデルで  

は，個人乞の商品jの選択確率を次のように表現  

する．  

口  コロ代  
ト年代  2  3ひ－5研く  

3  80・TO代  

2一宇歴   l  布q・）五大・大字・閉  

5  民間・公菊月  

｝せ尊王の窃堰  8  自首霹．自由荘．個人任官の援官主  

軍【・l≡  
7  パートアルバイト内＝ト偏手伝い・凸村域  

1」匿払瞥（畢〉の仕附染  ○  配色劇（重）仕口一日  

シ年収   ℡  年収 別）0万以上  

職   10  ぎ宇古 8Dα芹以上  

巾  東浦  
7・ライフステージ  12  8喜好・窮一手瞳生．小芋鞭．中掌投入寧  

13  窮一子高校．大学入学，枚立  

1l  末子捜立・畏の陸生   

1ら  断固・一級／マネー肋ね記章・広告  

ト金融脚随和収捕        18  外交月・知人一夫人・FP  
17  食翰荘随のHP・インターネットメルマガ  

18  株・投那托壱Il膵したい  

｝生命†掛合書出＝対する宜】濃  1g  コンサノレティングがしっかりしnlること  

20  憎Ⅶサービスや絹I稀鋼が充宍してい嗜こと  

l・毛織l頚すう宜絶頂自   コ1  老触ま生活℡が不足すうのではないカ＼と不在   

ココ  払汚・匪便ノ初珊金  
1】†11窮しでいな針地租品  23  株・投≡皮付 

21  保陳全般（演劇・定事円一錠老・こども佗取）  

Cイテ肋】耳自  

28  鄭僻娼して加入した  

｝住宅ロー淵l】用状況   27  ローン脚中  

l・インターネットの事lび剛犬況  28  インターネット削用的  

かコ：′ビニエンスストアの糾用寸犬況  29  コンビ＝エンスストア利用可   臥脚目                     2・食助静11嗣悪用                                      曹毛         2・l鞭8：命・医療）の加入往路  25  外文月をi臥．て加入した  

（1）  pij＝  
1＋exp（一之宜ゴ）   

ここでz豆jは，個人乞の商品Jに対する効用を表し  
ているが，本モデルでは，2匂を先に推計した因  

子得点の線形和として表現する．具体的には，個  

人まの因子たに対する因子得点を∬沌として，次  
のように表す．  

6  

z豆j＝αjO＋∑α碑た  
た＝1  

（2）  

表1：分析に用いたアンケート項目  
このモデルに対しアンケートデータを用いて，最  

尤推定法により係数ベクトルα＝（α0，α1，…，α6）  

を推定した．  のデータのうち，個人の属性や，金融に対する意  
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した結果が図2である．図1，2より，推定の有  

効性，ならびに今回の推計結果が時間に対する安  

定性をもつことが確認できる．  

4 推定結果   

今回の分析では，医療保険や変額年金などいく  

つかの保険商品ついて分析を実施した．2002年  

度のアンケートデータをもとに，代表的な保険商  

品に対して推計された係数αjたを表3に示す・  5 おわりに   

本研究ではアンケートデータをもとに，金融選  

好度を推定するモデルの構築を試みた．本モデル  

を実務へ適用する場合の事例として，例えば図3  

に示すように，アンケート結果をもとに個人の生  

活スタイルを分析し，それに基づく金融・保険商  

品を提案するといった活用が考えられる．  

図3：モデルの活用イメージ  

医療保険  個人年金  変額年金  

J＝1   プ＝2   j＝3   

αJO   0．182   1．538   3．119   

αJl   0．418   0．103   0．435   

αj2  －0．710   －0．456   0．006   

αj3  －0．117   －0．223   －0．299   

αゴ4   0．278   －0．026   0．081   

αゴ5   0．388   0．125   0．406   

αj6   0．018   0．106   －0．013   
十数個のアンケート項目に答えるだけで‥・  

表3：推定された係数   

またこれらのうち医療保険を例として，（1）式  

による選択確率と実際の加入確率をグラフ化した  

ものが，図1である．  

図1：医療保険への加入率（2002データ）  

各個人に応じた離診断や商品握某が可温  
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図2：医療保険への加入率（2003データ）   

この結果の有効性を確認するために，2003年  

度のデータを用いてアウトサンプルテストを実施  
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